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　It　is　important　tO　spread 　the　abrasive 　grains 　uniformly 　on 　the　metal 　plate，　when 　mam 血 （加 ri皿 g　monolayer 　diamond　g血 ding
wheel ．　In　this　stud ｝〜the 　spread 血 g　method 　and 　eqUipment 　of 　abrasive 　grains　are 　proposed．　Compressed 　air 　iS　blown　offin　Cyli皿 der

with 　the　abrasive 　grai皿 s．　The 　control 　ofthe 　diStribution　density　ofabrasive 　graj皿 s　is　easy ，　and
’
this　method 　has　high

reproduCibfity ．　And 　it　i8　also　easy 　tO　recover 　the　abrasive 　grails ，　which 　have　fa皿en 　on 　the　outSide 　of 　the　metal 　base．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ．緒 言

　砥粒 をプ レ ート面 上 に 均
一

に散 布す る こ とは 、平板 型 の 単

層 ダイ ヤモ ン ド砥 石 を製作 す る上で 必要 に な る。 簡 単な散 布

法 として 、紙 ヤ ス リの 製作法 ω を応 用 した 、砥 粒 を上 部 よ り下

部に 降 り注ぎ、そ の 中間部に 網をお い て 平面的に 拡が る よ う

な方法を採 っ た。しか し、こ の よ うな作業で は 再現性に 問題

が あ り、熟練 と手 間が かか っ た。そ こ で 微粒 子 を単純 に 落下

させ るの で は な く、圧縮空 気 で砥 粒 を吹 き上げて、吹 き上 げ

られ た 砥 粒が 落下 して 均一
に 分散 させ る 方法 を検討 した。ま

た、円筒 内 で 行 うこ とで 風 の 影響 を抑 え、かつ 、砥 粒 の 回収

を容 易 に した。ま た、砥 粒 分布密度は 砥 石 に し た と き加 工 性

能、寿命な どに 大きな影響を 与 える の で   、密度の コ ン トロ
ー

ル がで き るよ うに す る必要 が あ る。 以下、微粒子 を均
一

散 布

させ るため の 空気 圧 力、噴出 口 の 位置、噴出 口 の 口 径、砥 粒

衝突パ イ プ の 大きさ、抵 粒の 大 きさなどが及ぼす影響に つ い

て 検討 した結果を述 べ る 。

　　 2 ．空気流に よ る砥 粒分 散方法 及 び装置 に つ い て

　散布 に使 っ た砥 粒 は＃100〜＃1000 で、ダイ ヤモ ン ド砥粒の

代 わ りに 炭化 窒 素砥 粒、ア ル ミナ 砥 粒 を 用 い た。散 布 の 方 法

は圧 縮空気タ ン クか ら空気 を送 るパ イ プ 途 中に砥粒 を供 給 し、
高圧 空気 の 流 れ に よ っ て 移 送 させ 、パ イ プ ロ か ら大気 下 に 噴

出す る際 に空気 とと もに拡 が る よ うに し た もの で あ る。更 に、
平面 などの 砥 粒衝突板 と衝突パ イ プ の 側面 に 衝突させ て 散 布

す る こ とに よ り、広 範 囲 に効率 よ く散 布 す る こ とを狙 い と し

た。また、砥粒 分布 密度にっ い て は、規定の 円筒内の 底面 に

置かれ た プ レ ー
ト面 上 を 5mm 口に 分割 して 25mm2 の 小面 積

に 落下 す る砥 粒 の 数 を数 えて 測 定 を行 っ た。
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；li：：、纏瀦 パ イ プに よ る小 さい 円状礁 中現象 と横 方 向パ イ プの 跡 は見

　 　 　 　 　 　 　 　 られ なか っ た。ま た、片 寄 りも少 なか っ た。
　　　　　　　　　 3．3　砥粒噴出ロ の 口 径に よ る影響

　　　　　　　　　 流体の 流れ の 性質か ら噴出 口 の 口径が 小 さけれ ば小 さい ほ

　　　　　　　　 ど空気 の 流 速 が速 くな る の で 散 布状 態に影響 を与 え る。移送

　　　　　　　　 パ イプ の 噴出 口 の 径 を 2mm 〜5mm に した 場 合の 散布状態を

　　　　　　　　 Fig．4 に 示 した。直径 に 比 例 して 各 段階散 布状 態 の 移 送 空気圧

　　　　　Figユ Abrasive　grain　spread 　system

　 　 　 　 　 　 　3 ．砥 粒 移 送 ・散 布実 験 と考 察

　散布 実験 で は、＃100 の 炭素 系砥 粒、＃320 の 炭化珪 素、＃1000
の アル ミナ 砥 粒 を用 い 、Fig．1 に示 し た砥 粒散布装置の 特 性 を

求 め た。
　3．1　各移 送空 気圧 に よ る散布状態の 影響

　移 送空気 圧 は O．4k99cm2 〜1．8kaσcm2 まで の 圧縮空気で 散

布 させ た結果、Fig．2 の よ うに 砥 粒 の 散布 状態 は 空気圧 が 上が

る に つ れ て 基本 的 に 以 下 の 4 つ の 段 階 を踏む こ とが わ か っ た。
　（a ） 移 送 空気圧 が弱 く、噴出 され た砥粒 は砥粒 衝 突板 ま で

　　　届 かない ま ま落 ちて 砥粒 が 中央 に集 中す る

　（b） 移 送空 気圧 は 比 較 的 に 弱 く、砥 粒 は 砥 粒衝 突パ イ プ に

　　　跳ね 返る こ とは なく、全 体的に 均一
に 散布 で きる

　（c） 移送空気圧 は 比 較的に 強 く、砥 粒 衝突パ イ プに 跳ね返

　　　る勢い 強 い が、砥 粒 の 跳 ね返 る距 離は 中央部 ま で届 か

　　　ない の で 外郭部に 集中す る

　（d） 移 送 空気圧 は 強 くな り、跳ね返 る 勢 い が十 分 な の で 中

　 　 　央部 まで均
一

に散 布 で き る

　移送 空気圧 を 変える と以 上の 4 つ の 状態 を順番 通 り た ど る

場合 とそ うで は な い 場合が あ っ た。1．8kgf7cm2以 内で は （b）と

（d）の 過 程 がみ られ ない 場合 が多 か っ た。例 え ば、砥 粒衝突 パ

イ プ直径 25cm で、砥 粒衝 突板 と噴出 口 と の 距離が 10cm の

とき、（b）の 過程 の よ うに見え る散 布結果は あ っ たが 散布 直径

は小 さ く、移 送 空気 圧 を あげ る とす ぐ（c）の 過 程 に移 っ た。

　3．2　噴出ロ と砥粒衝突板の 距 離に よる影響

　噴出 口 と砥 粒衝突板 との 距離が 10cm、20cm 、30cm で あ る

ときの 各空気 圧 と散 布状 態 の 関係 を求 めた と こ ろ、砥 粒噴 出

口 と砥 粒衝 突板 との 距離 が 離れ れ ば離 れ るほ ど、砥 粒衝突 板

と衝 突 す る勢い は な くな り、各 段階 は 全 体的に 高い 空気圧 を

必 要 と した。距 離 30cm の 方 は 、砥 粒 が噴出後に砥 粒衝突板

との 衝 突す る面積 が他 よ り広 い の で、砥 粒 は よ り広 域 に 広 く

散布 で きた。しか し、Fig，3（a）の よ うに 中央部 に 直径 lc皿 〜

2cm の 大 きさの 砥 粒集中が で きや すか っ た。その 理 由は、砥

粒衝突板 と砥 粒 衝突パ イ プに 跳 ね返 っ た 砥粒 は 落下 す る際 に

移送パ イ プの 縦 方向部分 にあた るが、跳ね返 る勢い を失 っ て

い る の で その まま 下に 集中 して 落下 した。ま た、Fig．3（b）の よ

うに 横 方 向の パ イ プの 跡 が 見 られ た こ とは、拡散 は横 方 向パ

イ プよ り上で終了 し、砥 粒 は直下落下す るこ とを意味す る。
さ ら に 噴出 口 が ま っ す ぐ で ない と Fig．3（c）に 示 した 片寄 りが

出や すか っ た。距離 10cm に お い て は跳 ね返 っ た砥 粒 は移 送

も高 くな るが、噴 出 口 が 2mm の 小 さい 口径 の パ イ プ に比べ て

砥 粒 の 量 が 多か っ た た め 、パ イ プ の 中で 砥粒 が 詰 ま り、そ の

た め に 空気 の 流れ が悪 くな り、噴 出 口 3mm よ り高 い 移 送空気

圧 を要 した。しか し、移 送パ イプ 直径が 5mm と して噴出 口 の

み を約 2mm に し た と きは、均一な散布 状態 を示 す空気 圧 の範

囲が移送パ イ プ 2mm 、3mm よ り多か っ た。っ ま り、噴出 口

の み を小 さくす るこ とに よ り、
一

気 に散 布 させ るこ とが よ り

効 果的で あ っ た。
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　（a）0．5kgflcm2　　　 （b）O．8kgσcm2 　　　 （c）1．4kgycm2 　　　 （d）1．8kgσcm2

　　　　　　　　　　　 Fig．2　Spreadi皿 g 　resUlts
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Fig，3　Not　beoom 血 g　un 董brm 　spread 　of 　abrasive 　grains
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　　　　Fig．5　Spreadng　resUlt 　by　spread 　tip　2．3mm

　　　　　（Al）rasive 　graj皿 colhsion 　cyhnder 　25cm ）

　3．4 散布砥 粒の砥粒分布 密度測定

　単位面積 当 り砥 粒分布密度 を測定す るた めに 25mm2 の 面積に

均等散布 させ た砥粒を拡大して その 数を数えた。砥粒衝突パ イプ

25cm の 際に散布された砥粒は 1．25g供給で は 114個の 10．3％、
3．75g 供給で は 319個 の 28．7％ だっ た。　F！ig．6 は そ の様子 で ある。
　3．5 ＃320SiC、＃1000A1203の散布

　平均粒径約 40μ m で ある＃320Sic  
微細粒 は噴出 された後、砥

粒衝突パ イプ 中で 複雑な乱流の 影響を受けた。微細粒 は砥粒衝突

　 （a）L25g 　　　　　　　　　（b）3．75g
Fig．6　Distribution　density　of

　　　　 abrasive 　grains

解 　 　 　　 　・・Sg

　 　　　　　　 ＿」
　　　　　 （a）　　　　　　　　　　　　　（b）　　　　　　　　　　　　　（c）

Fig．7　Spreading　results 　of ＃320 　and ＃1000 　abrasive 　grains

　　（a ）＃320　abrasive 　grains　is　uneven 　by　the　turbUlent 　flow

　　（b）Uniform　spreading 　resUlt 　of ＃320　abrasive 　graills

　　（c）Uniform　spreading 　resUlt 　of ＃1000　abrasive 　grai皿 s

板に 衝突す るが後 か らきた空気 が 乱流 を発 生 し、F碆 7（a）の よ う

に不規則なム ラを作っ た。（b）は噴出口 と砥 粒衝突板か らの 距離を

3〔  、噴齣 径 を 3  に し、十分娃 気の逃膸 を設けて 均等

散布 した状態で ある。平均粒径約 12μ m で ある＃1000 アル ミナ

砥 粒卿の場含は、砥粒の 粒径が 小 さい の で落下 まで時間 がかか る

こ とか ら下部で は 乱流の影響を受けずに均
一

に散布 で きる。その

様 子を Flg．7（c）に示 した。
　　　　　　　　　　　　 4 ．結言

　 平面型単層 ダイヤモ ン ド砥石製 作に お ける砥 粒 の散布方法 を提

案 し、そ の 特性を 求め た結果、
　L ＃100 砥 粒散布 に お い て、空気圧 をあげて 散布 す ると

一
般的

　 に 中央集中→均
一

散布 → 外郭 集中→ 均
一

散布 の 段 階 をた どる。
　2．噴出口 と砥粒衝突板の 距離が 離れて いれば、広域に均

一
散布

　 はで きるが 移送パ イプの 跡が残 り易い 。距離が 短い 場合、パ イ

　 プの 跡などはなか っ たが、均
一

に散布 させ るこ ともで きない
。

3．噴出 口 の 直径を 小 さくす る と流速が 速くな り、高い 移送空気

　 圧 を送 る状態 と同 じにな るの で 均一
に な りやすく、再現しやす

い 、5  の 移送パ イ プ に嚠 口の み を小 さくする と髄 が上

　 が り、噴出 口 と砥粒 衝突板 の 距離が 離れ て も移送パ イプの 跡 な

　 しに 均
一
散布で きる。

4 ，砥 粒衝突パ イプが大 き くなっ て も散布状 態の 傾向は 25k皿 と

　 同 じで ある が、よ り高い移送空気圧 を必 要 とす る。
5．＃100砥粒 は乱流 の影響を受けなかっ たが、＃320砥粒は乱流

　 の 影響 を受 けや す く、空 気の 抜 け道 を装置 の 上段 に確保すれ ば、
　 均

一
な散布が で きる。

6 ．＃1000の 砥粒は落下時間がか か るこ とで 乱流の 影響を受けず、
　 噴出 口 な どに よる影響 も少 な く、均

一
散布 がで きる。しか し、

　 砥 粒衝突パ イ プの側面に 付着 しやすい の で検討 が必要で ある。
7 ．空気流の パ イプ途 中に 砥粒 を置 き、高圧空気の 流れ に 従 っ て

　 移動させ 、砥 粒衝突パ イプの 中で拡が るよ うに した 荊g．1の 砥

　 粒 散布装置は、簡 単な構造なが ら も散布の 再現が で き、均
一

散

　 布 に十分 な性能を持 ち、砥 粒の 回 収 も容易で、砥 粒供給量を 調

　 節す るこ とで砥粒 の 分布 の コ ン トロ
ー

ル もで きる。
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